
24年問題とは
最近、24年問題という言葉が新聞紙上に目がつく。建設業における2024年

問題とは、2024年4月1日から適用される労働基準法の改正による時間外労

働の上限規制が原因で生じる問題の総称。

この問題は、2019年4月に施行された「働き方改革関連法」が建設業界に5

年間の猶予措置がとられていた結果、2024年3月末に期限を迎えることが原

因で発生。期限を過ぎると、時間外労働の上限を超えて違法な労働をさせて

いる企業は、懲役刑や罰金刑が科せられる。

建設業では、高齢化や労働人口の減少に伴う人材不足で長時間労働が

常態化しており、これが2024年問題を引き起こす。2024年問題を解決するた

めには、工期の見直しや適切な労務管理、DXによる労働生産性の向上など

が必要。（生成AIを参考）

下請けをされている建設業の話。A現場とB現場がある。A現場は資材と工

事する場所が近い。B現場は資材と工事をする現場が離れている。A現場で

は資材と取りに行くのに1分で済む。B現場は3分かかる。各々10人の職人を

抱えていれば、B現場はA現場より20分余計にかかる。更にA現場は、資材を

使う順番に準備されている。B現場の資材は何も考えてなく置かれている。必

要な資材を取り出す時間もA現場とB現場では10分の違いが出てくる。職人

10人だと100分の差になる。この2つの動作だけで120分の差になる。A現場

のチームは年間を通して、B現場のチームより多く稼ぐ。

これは「地域戦略」の応用。営業担当者の例でいうと、仕事は3種類ある。

社内業務時間、移動時間、面談時間。粗利益が生むのは面談時間。他はロ

ス。建設現場に置き換えると、社内業務は資材を取り出す作業、資材から現

場までは移動時間、工事をしている時間が粗利を生む面談時間。A現場の

責任者は段取りを大事にしている。よって生産性が高くなる。時短につなが

る。この会社ではA現場を基本に教育してレベルの底上げを図っている。24

年問題の解決の一つになる。

建設会社の社長曰く、「24年問題は我々にはチャンス。価格を上げることが

でき、職員の収入も上げられ、週休二日になる」。戦略と生産性がポイント。
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中国古典に「孫子の兵法」がある。中国の春秋時代に活躍した兵法家の
孫子である。その孫子の子孫で戦国時代に活躍した兵法家に孫臏（そんび
ん）がいる。もうひとつの「孫子」と言われている。彼の書にこう書かれ
ている。

将軍が尋ねた。「兵力の等しい相手を攻撃するには、どうしたものであ
ろう？」孫臏「敵を惑わしてばらばらにさせ、味方は兵力を集中してそれ
を攻撃することです。敵に知られないようにしなければなりません。敵を
惑わしてもばらばらに分散しないようなら、味方は兵をとどめてじっとし
ていることです。曖昧な状況で攻撃をしかけてはいけません」

相手を分散させ、こちらは集中。力を分散させ、力を弱める。集中は力
を強める。当たり前のことだけど、人はなかなかできない。

小さな会社でも分散させて、限られた経営力を弱くしている。本人には
自覚がない。めい一杯頑張っている。競争相手が集中して経営をしていれ
ば、時間とともに業績は悪くなる。（負け戦と分かっていない）「勝ち戦
（いくさ）」と負け戦（いくさ）」。できれば勝ち戦で戦いたい。

疾風（しっぷう）迅雷（じんらい）

添 風雷（ふうらい）は益（えき）なり。君子もって善を見ればすなわち遷
（うつ）り、過ちあればすなわち改（あらた）む。（風雷益ふうらいえき）

激しく吹く風と轟（とどろ）く雷。これに倣（なら）って、

人の善い所を見たら風のように速やかに移り学び、

自分に過失があったなら、雷のように決行して改めよ、と教えている。

それは自分だけの益に止まらず、

他人にも益をもたらすことになる。

「易経一日一言」（致知出版/竹村亜希子）より

●「戦略社長塾東京」小岩校 毎週日曜日・水曜日 午前10時～12時

●「戦略社長塾東京」銀座校、武蔵村山校、豊岡校 開講中。
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